
佐賀県内「業務改善助成金」活用事例
【飲食業】業務用オーブンの導入
導入前 決まった職人が手作業でスイーツ作りを担当しているので、作業時価の負担が大きい

導入後 □スチームコンベクションオーブンにより、短時間で多くの菓子を作れるようになった
□工程の一部を機械化することで、担当の職人以外でも作業することが可能になり、負担が減った

【介護事業】福祉車両の導入
導入前 車いすに対応していない送迎車を使っていたので、利用者の乗降のサポートに時間がかかる

導入後 □車いすのまま乗降することが可能となったので、サポートにかかっていた時間を短縮できた
□送迎車の台数も増やせたので、往復にかかっていた時間も短縮することができた

【介護事業】介護用電動ベッドの導入
導入前 背上げや高さ調整ができないベッドを利用していたため、利用者のサポートに時間がかかる

導入後 □電動ベッドのおかげで、利用者の起き上がりのサポートにかかる時間が短くなった
□車いすに乗せるサポートも楽になったので他の介護に必要な時間を増やすことができた

【農業】油圧式ショベルの導入
導入前 畑の地ならしや穴掘り作業をスコップによる手作業で行っていたので作業効率が悪かった

導入後 □油圧式ミニショベルの導入で、手作業で行っていた穴掘りの時間が大幅に短縮された
□短縮された時間を活用して作物の生産量を増やすことも可能になった

【飲食業】真空包装機の導入
導入前 繁忙期にオーダーが集中し、料理を提供するのに時間がかかっていた

導入後 □事前に調理済みのものを真空包装しておくことで繁忙期にもすぐに料理の提供が可能になった
□閑散期にも、調理品を作って保存する作業ができるので時間を有効に活用できた


